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「福島県に生息する海水魚および淡水魚における放射性セシウム濃
度と汚染メカニズムの明確な違い」に関する論文を公表しました 
 

 

福島大学環境放射能研究所 和田敏裕 准教授を代表とする研究グループは、

2015～2016 年に採集された魚類（計 13 種 513 個体）を詳細に分析し、福島県に

生息する海水魚および淡水魚における放射性セシウム（134Cs と 137Cs、以下 Cs）

濃度と汚染メカニズムが明確に異なることを国際誌に公表しました。 

 

 

◆海水魚の Cs 濃度は明確に低下する一方、帰還困難区域内に生息する淡水魚の

Cs 濃度は高い傾向を明らかに 

本研究では、福島県の海域（福島第一原発から 6.3～54.5 km）および淡水域（渓

流域とため池：同 1.4～71.6 km）の複数の調査地点（図 1）において、2015～

2016 年に採集された海水魚（7種 50 個体）および淡水魚（6種 463 個体）を測

定・比較分析し、各水域に応じた Cs 濃度を明らかにしました。 

その結果、海水魚（すべて底魚類）では魚種や調査地点に関わらず Cs 濃度が一

様に低いのに対し（0.234～3.41 Bq/kg）、淡水魚では調査地点ごとの Cs 濃度の

違いが非常に大きく（4.09～25600 Bq/kg）、特に帰還困難区域内に生息する魚

種のうちサイズの大きな個体で Cs 濃度が高いことを明らかにしました（特に、

渓流域のヤマメやイワナ、ため池のオオクチバス）（図 2）。 

 

◆海水魚と淡水魚の Cs 汚染メカニズムの違いを明らかに 

さらに、各水域における水質や餌生物、魚種ごとの生理生態特性を加味し、海

水魚と淡水魚の Cs 汚染メカニズムの違いを明らかにしました。 

海水魚では、餌生物の Cs 濃度の低下と Cs を排出しやすい生理的メカニズムが

Cs 濃度の低下の主な要因と考えられました。一方、淡水魚のうち、ため池に生

息する魚種（コイ、フナ類、オオクチバス）では水域内での食物連鎖を通じた

Cs の取込みと環境水中のカリウムイオン濃度が、渓流域に生息する魚種（ヤマ

メ、イワナ）では餌生物（主に昆虫類）を通じた森林生態系とのつながりが、

各魚種の Cs 濃度に影響を及ぼす可能性を示しました。 

国際誌のオープンアクセスとした本論文は、福島県に生息する海水魚と淡水魚

の Cs 汚染状況を、国内だけでなく海外に正しく伝える役割を担うことが期待さ

れます注釈 1）。また、公表された結果は、原発周辺地域の将来的な漁業再開注釈 2）
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や地域復興に向けた基礎データとなることが期待されます。 

 
注釈 1）4 月 25 日にオンラインに掲載されてから間もないが、当該論文は、現在、

雑誌のダウンロードランキング 3位に位置している（25 位までが掲載）。 
注釈 2）現在、福島県の海面漁業は活動が制限された「試験操業」を行っており、

原発から半径 10 キロ圏内は操業禁止エリアとなっている。なお、市場に流通し

ている海産物は県漁連の基準をクリアしたものであり、安全性が確認されてい

る。福島県の内水面漁業は、阿武隈川水系や請戸川水系など複数の水域で淡水

魚の Cs 汚染の影響により活動の休止を余儀なくされている。ただし、遊漁券が

販売されている会津地方や県南の河川・湖沼に生息する淡水魚の安全性は確認

されている。また、コイをはじめとする養殖魚の安全性は確認されている。 
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図１．福島県における魚類調査定点（上図黒点）。地図中の赤、橙、緑はそれぞ

れ、2019 年 2 月における帰還困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域

を示す。採集された魚類（青枠）、および各調査定点の様子（下写真：上から海

域、渓流域、ため池）。定点 NP1 からは福島第一原子力発電所が確認できる。 
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図 2．各調査地点で採集された各魚種の全長と 137Cs 濃度の関係（縦軸と横軸は

グラフ間で異なることに注意）。破線は、全長と 137Cs 濃度の指数関数式に統計的

に有意な関係が認められた魚種を示す。黒太線で囲まれたデータは、震災前に

生まれた個体（5歳以上）を示す。 

 


